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研究成果概要（200 文字以内にまとめてください） 

RGB-Dオルソ画像を用いた様々な軽労化支援技術について検討し、医療分野では鋼製手術器具

の自動カウントでは寸法情報と AIを組み合わせた高精度識別法を確立するとともに、シリン

ジ内薬液量推定では最大誤差 0.56mLの高精度推定を実現した。さらに、研究成果は国際会議

QCAV2025で発表され、SPIE Journal of Electronic Imaging 誌等に論文が掲載された。 
 


